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【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年7月9日(2015.7.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　ＵＥが２つ以上の送信器アンテナを有している場合に、ＳＲＳ活性化は、これらのアン
テナのサブセットだけに適用され得る。多重アンテナサブセットの活性化を示すための第
１の方法は、明示的なシグナリングを通して行われる。“ＳＲＳ活性化”ＩＥでのビット
の個数は、可能なすべてのアンテナサブセットをアドレッシングすることができなければ
ならない。例えば、２個又は４個の送信器アンテナを有するＵＥにおいて、表３に示すよ
うに、２ビット“ＳＲＳ活性化”ＩＥは、ＵＥにより解釈されることができる。同一の原
理は、ＵＥ送信器アンテナの個数がさらに大きい場合に拡張されることができる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムの基地局におけるユーザ端末機(User Equipment:ＵＥ)の基準信号(refere
nce signal:ＲＳ）送信を制御する方法であって、
　ＲＳ活性化(RS activation)情報要素(Information Element:ＩＥ)を含むダウンリンク
制御情報 (Downlink Control Information:ＤＣＩ)をＵＥに送信するステップを含み、
　多重ＵＥ送信器アンテナからのデータ送信が存在する場合、前記ＲＳ活性化ＩＥは二つ
の２進要素を含み、
　単一ＵＥ送信器アンテナからのデータ送信が存在する場合、前記ＲＳ活性化ＩＥは一つ
の２進要素を含み、
　前記ＤＣＩは信号送信を構成するＩＥを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＵＥはＲＳを一度送信することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＲＳ活性化ＩＥによりトリガー(trigger)されるＲＳ送信が前記基地局から前記Ｕ
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Ｅに対して以前に構成された、同じタイプのＲＳ送信が周期的に発生する場合と同じ場合
で発生される場合、前記ＵＥは、前記ＲＳ活性化ＩＥによりトリガーされるＲＳのみを送
信することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＲＳ送信のパラメータは、前記基地局から上位階層シグナルリング(higher layer 
signaling)を通して前記ＵＥで構成されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　通信システムにおけるユーザ端末機(User Equipment:ＵＥ)の基準信号(reference sign
al:ＲＳ）送信を制御する方法であって、
　多重ＵＥ送信器アンテナからのデータ送信が存在する場合、基地局から二つの２進要素
を含むＲＳ活性化(RS activation)情報要素(Information Element:ＩＥ)を含むダウンリ
ンク制御情報(Downlink Control Information:ＤＣＩ)を受信するステップと、
　単一ＵＥ送信器アンテナからのデータ送信が存在する場合、前記基地局から一つの２進
要素を含むＲＳ活性化ＩＥを含むＤＣＩを受信するステップと、を含み、
　前記ＤＣＩは信号送信を構成するＩＥを含むことを特徴とする方法。
【請求項６】
　前記ＵＥはＲＳを一度送信することを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＲＳ活性化ＩＥによりトリガー(trigger)されるＲＳ送信が前記基地局から前記Ｕ
Ｅに対して以前に構成された、同じタイプのＲＳ送信が周期的に発生する場合と同じ場合
で発生される場合、前記ＵＥは、前記ＲＳ活性化ＩＥによりトリガーされるＲＳのみを送
信することを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＲＳ送信のパラメータは、前記基地局から上位階層シグナルリング(higher layer 
signaling)を通して前記ＵＥで構成されることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　通信システムにおける基地局であって、
　ＲＳ活性化(RS Activation)情報要素(Information Element:ＩＥ)を含むダウンリンク
制御情報(Downlink Control Information:ＤＣＩ)をＵＥに送信する送信器を含み、
　多重ＵＥ送信器アンテナからのデータ送信が存在する場合、前記ＲＳ活性化ＩＥは二つ
の２進要素を含み、
　単一ＵＥ送信器アンテナからのデータ送信が存在する場合、前記ＲＳ活性化ＩＥは一つ
の２進要素を含み、
　前記ＤＣＩは信号送信を構成するＩＥを含むことを特徴とする基地局。
【請求項１０】
　前記ＵＥはＲＳを一度送信することを特徴とする請求項９に記載の基地局。
【請求項１１】
　前記ＲＳ活性化ＩＥによりトリガー(trigger)されるＲＳ送信が前記基地局から前記Ｕ
Ｅに対して以前に構成された、同じタイプのＲＳ送信が周期的に発生する場合と同じ場合
で発生される場合、前記ＵＥは、前記ＲＳ活性化ＩＥによりトリガーされるＲＳのみを送
信することを特徴とする請求項９に記載の基地局。
【請求項１２】
　前記ＲＳ送信のパラメータは、前記基地局から上位階層シグナルリング(higher layer 
signaling)を通して前記ＵＥで構成されることを特徴とする請求項９に記載の基地局。
【請求項１３】
　通信システムにおけるユーザ端末機(User Equipment:ＵＥ)であって、
　多重ＵＥ送信器アンテナからのデータ送信が存在する場合、基地局から二つの２進要素
を含む基準信号(reference signal:ＲＳ）活性化(activation)情報要素(Information Ele
ment:ＩＥ)を含むダウンリンク制御情報(Downlink Control Information:ＤＣＩ)を受信
して、単一ＵＥ送信器アンテナからのデータ送信が存在する場合、前記基地局から一つの
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２進要素を含むＲＳ活性化ＩＥを含むＤＣＩを受信する受信器を含み、
　前記ＤＣＩは信号送信を構成するＩＥを含むことを特徴とするＵＥ。
【請求項１４】
　前記ＵＥはＲＳを一度送信することを特徴とする請求項１３に記載のＵＥ。
【請求項１５】
　前記ＲＳ活性化ＩＥによりトリガー(trigger)されるＲＳ送信が前記基地局から前記Ｕ
Ｅに対して以前に構成された、同じタイプのＲＳ送信が周期的に発生する場合と同じ場合
で発生される場合、前記ＵＥは、前記ＲＳ活性化ＩＥによりトリガーされるＲＳのみを送
信することを特徴とする請求項１３に記載のＵＥ。
【請求項１６】
　前記ＲＳ送信のパラメータは、前記基地局から上位階層シグナルリング(higher layer 
signaling)を通して前記ＵＥで構成されることを特徴とする請求項１３に記載のＵＥ。
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